
1 事業概要

2 運営上の留意点

3 理事会等開催状況

（1）　理事会・評議員会・監事監査

・役員等定数 理事　9名 監事　２名 評議員　10名 評議員選任・解任委員　３名

自主点検表の報告

事業報告及び計算書類並びに財産目録の監査

監査報告書の作成

理事長の職務執行状況報告

第１回  理事会 平成３０年度社会福祉法人志純会事業報告について

平成３０年度社会福祉事業会計決算について

平成３０年度公益事業（老人保健施設）会計決算について

平成３０年度公益事業（人材育成）会計決算について

平成３０年度収益事業会計決算について

　（監事監査結果報告）

役員（理事・監事）候補者の選定について

令和元年度定時評議員会の開催について

平成３０年度社会福祉法人志純会事業報告について

定時評議員会 平成３０年度社会福祉事業会計決算について

平成３０年度公益事業（老人保健施設）会計決算について

平成３０年度公益事業（人材育成）会計決算について

平成３０年度収益事業会計決算について

役員（理事・監事）候補者の選定について

R1.6.6

R1.6.21

令和元年度　社会福祉法人志純会法人本部事業報告

　志純会の理念「和と絆を尊ぶ」ことをモットーとして、ご利用者一人ひとりの気持ちに添った満足度の高
いサービスを提供すること、地域との連携を重視した開かれた施設運営に努めること、組織作り・人材育
成に力点を置き、経営の持続的発展を目指すこと、の三つの方向を意識して老人福祉サービスの提供
を中心に事業に取り組んできた。みなかみ町の特別養護老人ホームやまぶきの苑と渋川市赤城町の老
人保健施設からたちの丘の二つの拠点で幅広くサービスの展開を続けている

期日

R1.5.29

　一昨年度は、役員体制を強化するために理事・評議員を２名ずつ増員したが、令和元年度は、これか
らの新しい法人運営を見据え、後継の理事長を選任し、理事長を交代した。

　また、社会福祉法人に対し「地域における公益的な取組」の実施が責務化されたことに伴い、具体的な
対応を模索し、検討してきたが、「群馬県ふくし総合相談支援事業」に参加し、分野を問わず生活や福祉
に関する地域からの相談を受け止める取組を進めることとした。

　財務状況に関しては、老健「からたちの丘」の利用実績は伸びてきているが、規模が小さいため経営効
率が悪く、収益はマイナスの状況が続いている。特養「やまぶきの苑」は、何とか収益はプラスだが、介
護人材不足や看取りケアの増加等の影響で利用実績が落ちており、法人全体とすると赤字の傾向が続
いており、改善に向けて取組を強化していく。
　雇用管理に関しては、勤務評価は引き続き取組を継続し定着してきている。個別の目標管理の機能を
付加できるよう取組を進めたい。また、処遇改善加算に加え特定処遇改善加算の算定も始め、介護職員
を中心にその他職員まで広げて処遇の改善を図った。

審　議　事　項　等

監事監査



理事長の選任について

令和元年度社会福祉施設等の指導監査結果報告について

給与規定の一部改正について

準職員就業規程の一部改正について

運営規程の一部改正について

育児休業及び介護休業に関する規則の一部改正について

令和元年度社会福祉事業会計補正予算について

令和元年度公益事業（介護老人保健施設）会計補正予算について

理事長の職務執行状況報告について

第２回　理事会 平成３０年度社会福祉事業会計補正予算について

平成３０年度公益事業（介護老人保健施設）会計補正予算について

平成３１年度社会福祉法人志純会事業計画について

平成３１年度社会福祉事業会計当初予算について

平成３１年度公益事業（介護老人保健施設）会計当初予算について

平成３１年度公益事業（人材育成）会計当初予算について

平成３１年度収益事業会計当初予算について

（2）　その他会議

・役員会の開催　（不定期）

・法人実務者会議の開催　（毎週火曜日）

・上牧温泉病院との連絡調整会議　（毎週月曜日）

・財務検討会議の開催　（毎月最終火曜日）

4 人事関係

（1）　職員採用

管理職員

介護職員 常勤

非常勤

看護職員 常勤

非常勤

その他 常勤

非常勤

合計 13

計

0

2 2 4 3 1 4

0

R1.6.27

臨時理事会

1

7 1 8

11

R1.11.14

臨時理事会

H31.3.27

7

　安定した施設運営、職員が働きがいを持つことができる職場づくりを目指して、継続的に事業運
営ができる職員体制の整備に努めた。

区　　分
採　　　　用 退　　　　職

やまぶきの苑 からたちの丘 計 やまぶきの苑 からたちの丘

0

0 0

1 1 2

2 9

1

0

11 5 16 10 3

0



（2）　人事面接及び勤務評価

5 福利厚生

　慶弔見舞規程等に基づき、次のとおりお祝い金等を贈呈した。

・慶弔見舞い関係 10 件 円

・親睦会助成関係 3 件 円

・永年勤続関係 6 件 円

6 広　　報

7 施設整備等

（1）　大規模修繕

　１００万円を超えるような大規模修繕は執行していない。

（2）　車両整備その他整備

　ボイラー２号整備（やまぶきの苑） 円

1 事業概要
　

2 サービス提供上の留意点

令和元年度　特別養護老人ホームやまぶきの苑事業報告

　介護保険制度の特別養護老人ホーム事業及び短期入所生活介護事業（ショートステイ）を実施し、要
介護状態となったご利用者の日常生活を支えるサービスを提供した。介護保険の理念「尊厳の保持」「利
用者本位」「自立支援」を基本として、ご利用者の個別ケアに目を向けることを心がけ、ご利用者の視点
に立って一つひとつ丁寧なサービス提供を目指した。

　入医療依存度の高いご利用者の増加や看取りケアの対象者が増加するなど、対応の難しいケースが
増えていて、職員間での情報共有を徹底して、幅広い対応を目指すようこころがけた。

引き続き恒常的な介護人材の不足は続いていて、充分なケア体制が確保できず、一部ご利用制限を余
儀なくされる場面もあった。また、終末期ケア対応が増加しているため、入所期間が短く、退所率が高く
なっており、重度化が進んだり医療依存度が高い傾向で、特養でのケア対応が困難なケースも増えてい
て、入所判定を難しくさせていることもあるなど、稼働率は低下傾向にあり、中々安定した稼働が戻ってこ
ない状況が続いている。人材確保や効率的な運営体制を整えて、経営改善を目指したい。

　法人として広く地域にアピールするため、また、二つの拠点施設間で一体感を醸成するため、広報「ほ
ほえみ」を発行してきたが、令和２年の正月に第４号を発行した。新年度には企画も新たに発行回数を伸
ばしていきたい。

9,600,000

　今年度も引き続き、法人本部として全職員から自己申告書を徴し、職場環境の問題点や人事異
動に関する希望、これからのキャリア形成についての申告を受けた。
　また、昨年度導入した勤務評価を実施し、「志純会の求められる職員像」を評価基準として、各セ
クション単位で、自己評価→一次評価→二次評価→最終評価の順に進めた。二次評価は各課長
が直接面談をしたうえで評価している。最終評価の後、自己申告書の聞き取り・助言を含め、法人
本部として面接を行い、自己評価と最終評価を対比できる形で本人に戻した。評価結果は定期昇
給の昇給幅に反映されている。

49,000

389,800

60,000



3 入所（ロング）の利用状況

（１）　市町村別入所者数 年度末（人） （2）　年代別内訳 年度末（人）

（3）　入退苑の状況

H31 R1 R2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

85 83 85 82 84 85 86 86 87 85 81 83

1 2 1 4 5 2 2 2 1 2 5 3

3 1 1

3 1 2 3 1 2 1 3 6 2 3

3 0 4 2 4 1 2 1 3 6 3 3
83 85 82 84 85 86 86 87 85 81 83 83
6 6 6 6 4 6 6 6 6 6 6 6
6 8 9 10 11 3 5 4 5 8 4 9

78 153 123 148 163 68 65 50 73 121 54 101
2,431 2,443 2,361 2,414 2,457 2,503 2,585 2,536 2,604 2,480 2,349 2,519

（4）　要介護状態区分（延人員）
H31 R1 R2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 29 31
2 150 155 150 155 93 150 155 150 155 155 145 155
3 540 541 505 495 528 593 542 536 551 500 467 485
4 996 992 907 968 950 844 988 978 980 961 887 867
5 715 724 769 765 855 886 869 842 887 833 821 981

2,431 2,443 2,361 2,414 2,457 2,503 2,585 2,536 2,604 2,480 2,349 2,519

（5）　諸加算の状況（延件数）
H31 R1 R2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
月別

計
項目

計 29,682
平均要介護度 3.97

年度間（件）

要介護 6,283
要介護 11,318
要介護 9,947

介護度
要介護 366
要介護 1,768

　特養（ロング）短期入所（ショート）合計稼働率 90.8%

年度間（人）

月別
計

入院日数 1,197
延利用人数 29,682

　特養（ロング）稼働率 90.1%

月末在苑者数 1,010
うち特例入所者数 70

入院者数 82

退
苑
者

家庭復帰 0

他施設 0

入院 5

死亡 27

計 32

区別

月初在苑者数 1,012

入苑者 30

84.6 89.1 88.4

年度間（人）

月別
計

合計 13 70 83 平均年齢

　愛川町 1 1 合計 13 70 83

　川崎市 1 1 －

　板橋区 1 1 －

　十日町市 1 4 5 －

　南魚沼市 1 1 －

　魚沼市 1 6 7 －

2 5 7

　湯沢町 1 1 60歳代 1 1 2

　中之条町 1 1 70歳代

3 36 39
　片品村 1 1 80歳代 6 27 33
　沼田市 1 10 11 90歳代

男 女 計
　みなかみ町 9 44 53 100歳代 1 1 2

町村名 男 女 計 年代

　ぐんま介護人材育成宣言制度を活用すべく少しずつ検討を進めてきたが、方向性が見えてきたので、
具体化していくよう取り組みを進めた。やまぶきの苑としては特にミーティング機能の強化を進める形で
具体化していく。



2,428 2,441 2,361 2,411 2,453 2,503 2,583 2,534 2,601 2,477 2,346 2,514

2,428 2,441 2,361 2,411 2,453 2,503 2,583 2,534 2,601 2,477 2,346 2,514

2,428 2,441 2,361 2,411 2,453 2,503 2,583 2,534 2,601 2,477 2,346 2,514

2,420 2,429 2,326 2,391 2,422 2,489 2,570 2,514 2,592 2,464 2,309 2,489

54 27 27 46 27 27 27 54 16

4 2 2 4 2 2 2 4 2

2 1 1 2 1 1 1 2 1

6 31 29 34 32 6 18 6 12 23 8 37

43 17 76 92 181 138 85 84 67 43 125 146

167206 167454 163066 166628 171157 172700 178967 174741 180080 172212 164078 175105

58184 56837 58547 55989 53354 56933

4 短期入所（ショート）の利用状況

（1）　利用の状況（人員）
31 1 2
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 40 47 47 17 13 9 22 29 53 16 9 47
2 147 86 83 156 158 105 63 58 67 92 74 57
3 30 35 30 44 52 52 66 64 59 65 81 86
4 85 144 142 101 70 96 75 75 71 84 108 95
5 3 0 12 17 25 22 19 17 17 25 25 24
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 3 15 8 8 8 9 0 0 0 0 0 0

308 327 322 343 326 293 245 243 267 282 297 309
16 29 28 36 21 12 0 0 2 2 13 10

（2）　諸加算の状況（件数）
31 1 2
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

サ提供加算Ⅰ1 305 312 314 335 318 284 245 243 267 282 297 308

夜勤職員加算Ⅰ 305 312 314 335 318 284 245 243 267 282 297 308

長期利用提供減算 88 72 107 92 93 43 56 30 31 37 83 80

送迎加算 92 92 92 103 94 85 90 86 88 67 86 93

緊急受入加算 0 2 0 0 0 4 0 0 3 0 0 3

19345 20266 20444 21616 20524 18993 16487 16354 17561 18437 19905 20352

- - - - - - 5363 5320 5709 5997 6474 6616

サ提供加算Ⅰ1 3 15 8 8 8 8 0 0 0 0 0 0

送迎加算 2 6 4 4 4 2 0 0 0 0 0 0

170 789 433 434 434 403 0 0 0 0 0 0
- - - - - - 0 0 0 0 0 0

5 入所待機者数

　146　名　　（ 年度末 ）
　　　※ 内、要介護度３以上　116名　   内訳 ［ 介護度３（60名）、介護度４（35名）、介護度５（２1名） ］

6 入所検討委員会 14 回開催

　入所申込みを受けてから数年又は数か月経過し、その後の状態や環境の変化等で、現状の意向はど
うなのか、所在等について最新の状況・状態を把握するための現況調査を随時実施した。

　入所可能となる介護３以上の方は、名簿上では116名いるが、医療依存度が高く受け入れ困難な方、
認知症状強度で特養では対応困難な方、申込みはしてあるが現状ではまだ入所希望のない方等もお
り、実際にすぐ入所に繋がる可能性の高い待機者は以前と比較すると減少している。

介護
予防

50
22

処遇改善加算Ⅰ（8.3%､総単位数） 2,663
特定処遇加算Ⅰ（２．７％、総単位数） 0

項目

介護

3,510
3,510
812

1,068
12

処遇改善加算Ⅰ（８.３%､総単位数） 230,284
特定処遇加算Ⅰ（２．７％、総単位数） 35,479

短期入所（ショート）稼働率 97.6%

年度間（件）

月別
計

計 3,562
うち空床利用日数 169

平均要介護度 2.88

介護
予防

要支援 0
要支援 51

月別
計

介護度

介護

要介護 349
要介護 1,146
要介護 664
要介護 1,146
要介護 206

特定処遇加算Ⅰ（2.7％、総単位数） 339,844

年度間（人）

外泊時費用 242
初期加算 1,097
処遇改善加算Ⅰ（8.3%､総単位数） 2,053,394

看取り介護加算1 305
看取り介護加算2 24
看取り介護加算3 12

夜勤配置加算Ⅰ2 29,652
日常生活加算1 29,652
栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ加算 29,415

看護体制加算Ⅰ2 29,652



7 防災訓練等

　　・　７月２３日　　　総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）、昼間想定、西消防署員立合２名
　　・１１月１３日　　　総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）、夜間想定、西消防署員立合１名
　　・１１月　　　　 　　消防設備点検実施　（委託業者：ＭＫメンテナンス株式会社 ）

8 実習・ボランティアの受入

（１）　介護実習 群馬パース大学福祉専門学校より　　２名
（２）　社会体験学習 月夜野中学校より　　２名 藤原中学校より　　１名
（３）　ボランティア 介護支援ボランティア事業　　３名

9 感染・衛生対策

（１）　インフルエンザ感染対応

（２）　感染性胃腸炎対応

（３）　新型コロナウィルス感染症対応

10 各種会議・委員会

(1)  施設運営会議 ・・・・・・・・・・・・・ 毎月１回 (2)  リーダー会議 ・・・・・・・・・・・・・ 毎月１回
(3)  フロア会議・ケース会議 ・・・・・・ 毎月１回 (4)  総務連絡会議 ・・・・・・・・・・・・ 毎月１回
(5)  支援グループ会議  毎月１回 (6)  行事担当者会議 ・・・・・・・・・・・ 毎月１回
(7)  リスクマネジメント委員会・・・・・・ 毎月２回 (8)  身体拘束廃止委員会 ・・・・・・・・ 毎月１回
(9)  感染対策委員会 ・・・・・・・・・・・ 毎月１回 (10) 褥瘡・排泄委員会 ・・・・・・・・・ 毎月１回
(11) ショートステイ委員会 ・・・・・・・ 毎月１回 (12) 実習委員会 ・・・・・・・・・・・・・ 随時
(13) レクリエーション委員会 ・・・・・・ 毎月１回 (14) 看取り介護委員会 ・・・・・・・・・ 毎月１回
(15) 生活リハビリ委員会 ・・・・・・・・ 毎月１回 (16) 広報委員会 ・・・・・・・・・・・・・ 随時
(17) 研修委員会 ・・・・・・・・・・・・・ 随時 (18) 環境整備会議 ・・・・・・・・・・・ 毎月１回
(19) 給食委員会 ・・・・・・・・・・・・・ 毎月１回 (20) ケアカンファレンス ・・・・・・・・・ 随時

11 職員研修実績

　職員の資質向上を図るため、施設内研修を実施し、外部機関主催研修に積極的に参加した。

（１）　施設内研修の実施状況
・褥瘡・排泄に関する研修 13名参加
・AED説明会 15名参加
・防犯対策研修 22名参加
・リスクマネジメント研修（食事介助の留意点） 13名参加
・リスクマネジメント研修（事故予測） 2名参加
・身体拘束に関する研修（高齢者福祉における職業倫理） 15名参加

7月～1月
8月21日
2月～
9月11日

　利用者、職員ともインフルエンザの予防接種を実施し、１２月から面会時の手指消毒、手洗い、マ
スク着用、面会場所の制限等を行った。本年度は一部職員の発症がみられたが、早期対応により
利用者の発症は防ぐことができた。

　トイレ、手すり、床消毒にハイター消毒液・除菌水を使っての清掃を行い、本年度は発症を防ぐこ

　３月より面会全面禁止とし、入館者の検温・問診を実施。職員は検温、手指消毒、手洗い、マスク

6月12日
7月23日

　入所検討委員会については、毎月開催し、入退所手続きを進めることができ、高い稼働率を維持する
ことができた。空床期間を出来るだけ短くするためにも、入所検討委員会で候補者の選定と併せて次点
候補者も選定している。

　原則介護度３以上の受入となり、医療依存度の高い方の入所の受け入れが増え、医師も入所検討委
員会にできる限り出席し、検討している。

　消防計画による設備点検及び防災訓練を下記のとおり実施した。避難訓練はご利用者の状態等を考
慮して安全に充分留意し、消火・通報訓練は職員を対象に訓練を実施した。



・身体拘束に関する研修（認知症ケアの視点より） 3月3日 13名参加
・看取り介護研修 15名参加
・感染症対策研修会（ノロ等の嘔吐物処理方法） 15名参加
・感染症対策研修会（冬期流行性疾患について） 17名参加
・感染症対策研修会（新型コロナウィルス感染症について） 17名参加
・虐待防止研修 15名参加

（2）　外部機関主催研修参加状況
・群馬県栄養士会研修会 １名参加
・ケアマネ協議会研修会 ２名参加
・栄養調理研究部会研修会 １名参加
・PEEFA研究会 １名参加
・喀痰吸引等指導者講習 １名参加
・介護保険施設に係る説明会 ２名参加
・給食関係者講習会 １名参加
・３団体合同研修会（ケアマネ協議会） ２名参加
・安全運転管理者法定講習 １名参加
・社会福祉法人等連絡会 １名参加
・施設ケアマネ研修会 ２名参加
・腰痛予防対策講習会 １名参加
・21世紀委員会研修会 １名参加
・レジオネラ症防止対策講習会 １名参加
・社会福祉法人等連絡会 １名参加
・危険物取扱者保安講習 １名参加
・アンガーマネジメント講座 １名参加
・生活相談員研究部会研修会 １名参加
・群馬県栄養士会研修会 １名参加
・食中毒対策セミナー １名参加
・嘔吐物処理実習 10月18日・11月14日 ２名参加
・感染症対策研修会 １名参加
・抑制廃止を実践するための研修会 １名参加
・成年後見推進事業講座 ２名参加
・終末期を支えるケア講座 １名参加
・退職手当共済事業実務研修会 １名参加
・胃瘻実技セミナー １名参加
・認知症ケア研修会 １名参加
・社会福祉法人等連絡会 １名参加
・リスクマネジメント講座 １名参加
・介護事業所を対象としたワークショップ（群馬労働局） １名参加
・社会福祉法人等連絡会 １名参加
・生活相談員研究部会研修会 １名参加
・身体拘束廃止に関する研修会 １名参加
・改正健康増進法の全面施行に向けた制度説明会 １名参加
・喀痰吸引等指導者講習 １名参加
・事務研究部会役員会 １名参加

12 行事実績

月
4
5
6
7

8
14日 盆供養 各フロア １００名
28日 納涼祭（八木節） １Ｆホール １００名

19日 運動会 １Ｆホール ６０名
17日 七夕行事（太々神楽） １Ｆホール ６０名

16日、17日23日、24日
お花見

水紀行館
４０名

7日、8日 ノルンフラワーガーデン

　毎月１回程度、ご利用者に楽しんでいただくための行事開催について、次のとおり概ね計画どおり実施
することができた。

期　　日 行　事　内　容 会　場 参加人数

2月7日
2月8日
2月12日
2月19日～20日
3月19日

12月17日
12月20日
1月10日
1月22日
1月29日

11月7日
11月21日
11月27日
12月11日
12月14日

10月15日
10月23日
10月24日
11月1日

11月6日

9月5日
9月6日
9月12日
9月19日
9月27日

6月14日
7月12日
8月8日
8月21日
8月26日

5月18日
5月30日
5月31日
6月12日
6月13日

1月29日
12月3日4日
2月19日
3月18日

5月17日

10月16日



9
10
11
12
1
2
3

1 事業概要

2 サービス提供上の留意点

3 利用状況

（1）　年代別内訳 年度末（人） （2）　登録の状況 年度間（人）

（3）　利用者数（延人員）
31 R1 R2
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 149 164 154 165 191 162 176 165 168 133 170 203

2 113 132 146 151 108 142 131 117 89 54 76 94

3 78 76 90 90 122 90 74 73 75 54 49 38

4 39 40 36 36 35 29 35 35 33 37 43 49

5 0 0 3 9 4 0 2 0 0 0 0 0
379 412 429 451 460 423 418 390 365 278 338 384

　自費利用　　　　
　事業対象者 9 8 7 10 8 8 10 8 3 4 4 3

1 29 30 28 26 26 24 26 21 16 16 21 13

2 62 48 51 62 67 72 72 55 59 45 48 57

100 86 86 98 101 104 108 84 78 65 73 73
479 498 515 549 561 527 526 474 443 343 411 457

（4）　諸加算の状況（延人員）
31 R1 R2
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

324 404 423 449 458 417 413 387 356 275 337 381
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0中重度ｹｱ体制加算 0

（人）
月別

計
項目

入浴加算 4,624

合計 5,783
平均要介護度（介護） 1.97
平均要介護度（支援） 1.58

82

支
援

要支援 276
要支援 698

計 1,056

月別
計

介護度

介
護

要介護 2,000
要介護 1,353
要介護 909
要介護 447
要介護 18

計 4,727

計 2 11 13

（人）

その他 0 1 1
合計 18 54 72

他施設 1 4 5
80歳代 6 29 35 死　亡 1 6 7
90歳代 10 23 33

契
約
解
除

70歳代 2 1 3

平均年齢 86.9 88.5 88.16

男 女 計
100歳代 1 1 新規契約 6 9 15

年代 男 女 計 区分

　日常生活上支援が必要になってもできる限り自立した生活が送れるよう、ご利用者やご家族のニーズ
を把握し、社会参加の幅を広げ、社会性を維持継続することを目指して、日帰りで、様々な角度からプロ
グラムを検討し、サービス提供してきた。

　また、大幅な利用者増加となった昨年度に比べ、3.6％の利用者減となってしまったものの、今年度も目
標とする年間利用者数をほぼ達成する結果となった。この地域特有の冬期の利用者の落ち込みがある
ため、ＰＲ活動を強化し、年間を通して利用者数の底上げを図っていく。

　介護保健法の基本理念である「自立支援」「尊厳の保持」を理念、基本方針とし、「利用者１人1人の個
　また、「ケアの質の向上」を目指し、各関係機関の研修に積極的に参加し、介護技術の向上、サービス

開所日数 310日数 稼働率 62.2%

4日 ひな祭り（餅つき） 各フロア １００名

令和元年度　月夜野デイサービスセンター事業報告

15日 新年会 各フロア １００名
2日 節分 各フロア １００名

20日 そば打ち １Ｆホール ５０名
25日 クリスマス会（ギター演奏） １Ｆホール １００名

17日、１8日、19日、24日、25日 ぶどう狩り 富味フルーツ園 ３０名
3日、8日、9日、10日 りんご狩り 鈴木りんご園 ２４名



379 412 428 449 459 420 416 390 361 278 338 384
18326 19933 20834 21887 22362 20225 19674 19674 17041 13538 16284 18244

－ － － － － － 3336 3199 2888 2293 2761 3094

4 年間行事

ほうき草ドライブ 新治　伊賀野の花畑

5 アクティビティ

(1)　創作活動
・室内装飾品づくり ・・・・・・・　 干支の壁掛け、置物、椿の花壁掛け
・季節の風物詩づくり ・・・・・　 鯉のぼり、七夕飾り、チューリップ、小正月のだんご、雛人形
・手作りおやつ ・・・・・・　 ４月 ：抹茶どら焼き ５月 ：野菜饅頭 ６月 ：お好み焼き

９月 ：月見団子 １１月 ：サツマイモ饅頭 12月 ：ネギおやき
3月 ：五平餅

（2）　集団レクリエーション ・・・・・・・・・・・・　 週変わりのプログラムで実施

（3）　そ　　の　　他 ・・・・・・・・・・・・・・・・　 変わり湯（ゆず湯）

6 地域交流

（1）　中学生福祉体験 月夜野中学２年生（３名）

（2）　ボランティア 6月 ：ハーモニカ演奏（7名） 7月 ：夏祭り　マンドリン演奏（2名）
10月 ：ギター演奏（1名） 2月 ：エレクトーン演奏（1名）

7 研修受入

（1）　社会体験学習 月夜野中学校　2名　藤原中学校　1名

（2）　インターシップ実習介護実習 吾妻高校　１名

8 広報活動等

（1）　誕生日色紙、花束贈呈（誕生日に近い利用日）

（2）　行事の都度ご利用者様への写真を配布

（3）　町の文化祭への作品発表（干支の壁掛け・やまぶきの花壁掛け）

23日 避難訓練 デイ、ホール 20名
3月 2-3日 ひな祭り デイ、ホール 40名

25日 握り寿司実演 デイ、ホール 20名
2月 2日3日 節分豆まき デイ、ホール 40名
1月 8－10日 餅つき大会 デイ、ホール 50名
12月 23-25日 クリスマス会 デイ、ホール 65名

26－28日 運動会 デイ、ホール 60名

21，22日 50名
11月 13－15日 紅葉ドライブ 高山村方面 55名

10月 8日 そば打ち デイ、ホール 20名
9月 19、21日 ぶどう狩り 富実フルーツ 65名
8月 １４－１６日ビアガーデン デイ、ホール 50名

21日 夏祭り デイ、ホール 40名 ご家族　1８名

7月 23日 避難訓練 デイ、ホール 20名
5月 7-9日 水仙まつり見学 ノルンスキー場 60名
4月 1-2日 お花見 月夜野町内 40名

特定処遇改善加算Ⅱ(総単位数) 17,571

実　施　月　日 行　　事　　名 場　　　　　　所 参加人数等

サービス提供体制 4,714
処遇改善加算Ⅰ(5.9%､総単位数) 228,022



9 ケアカンファレンス

10 職員研修

　職員の技能、知識向上のため随時参加

（1）　施設内研修の実施状況
・防犯対策研修 ９名参加
・リスクマネジメント防止研修 ２月～ ９名参加
・感染対策研修（ノロ等の嘔吐物処理） １名参加
・感染対策研修（吐物処理方法と防護具着脱手順） １名参加
･新型コロナ研修 1名参加

(2)　外部機関主催研修参加状況
・地域ケア会議 1名参加
・安全運転講習会 1名参加
・研究部会ブロック研修 1名参加
・感染対策研修 1名参加

11 個別機能訓練

・実人数 14名   （　男性：4名 、女性：10名　)

12 健康管理 　　　

（1）　体重測定 定期測定　　・・・・・　　４月・6月・８月・10月・12月・2月
そ の 他     ・・・・・　　身体状況、計画状況に応じ週１回、月１回等実施

（2）　体　　操 毎日、休養後プログラム前に実施

（3）　口腔ケア 毎食後、義歯洗浄、口腔内すすぎ等実施

（4）　季節インフルエンザ予防接種依頼等書面にて配布

1 事業概要

2 サービス提供上の留意点

3 利用状況

　ご利用者を個別にありのままに受け入れ、一人ひとりの時間を大切にしながら、それぞれに役割を持ち
活力ある生活を送れるよう支援した。また、ご家族との接点を大切にすることを意識し、こまめな情報発
信を心がけた。

　なお、昨年度にも増してご利用者の重度化傾向は進んでいて、ほぼ看取り状態に近いケースもあっ
て、３大介護でも、食事では自力摂取困難者が、入浴ではリフト浴対応が、排泄では全介助も含めて支
援を要するケースが大幅に増加しており、職員の負担感も増している。今後は、グループホームという施
設の機能に照らしてサービスの幅を見直し、リスク軽減も含めて、ふさわしいサービス体制を構築してい
く。

年度末における待機登録者数　４人

9月6日
12月17日
2020/2/9

令和元年度　グループホームやまぶきの苑事業報告

　小さい単位のグループ（9名）で、家庭に近い環境づくりと地域との交流を心がけ、認知症の進行を穏や
かにするとともに、ご利用者個々の有する能力に着目して、できる限り自立した生活を送れるよう支援し
た。

７月～

10月30日
1月29日
2月19日

2019/8/19 9月5日

　全員参加による月１回のケアカンファレンスを実施。また、初回、ADL変化時、介護者からの依頼等
様々な状況に対し生活相談員・看護師・担当ケアワーカーにて随時実施した。



（1）　年代別内訳 年度末（人） （2）　入退所の状況 年度間（人）

（3）　利用者数（延人員）
31 1 2
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 14 29 31
2 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 29 31
3 90 93 90 119 93 90 93 90 100 94 87 93
4 90 93 90 93 93 88 62 30 49 31 29 31
5 60 62 60 35 62 60 62 90 93 93 60 93

270 279 270 278 279 268 248 240 273 263 234 279

%

ショート利用者数（延人員）
31 1 2
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（4）　諸加算の状況（延人員）
31 1 2
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

270 279 270 277 279 267 248 240 271 262 233 279
270 279 270 277 279 267 248 240 271 262 233 279

26 4 23 37 16
26543 27428 26543 27242 27441 26301 24579 23683 26820 26028 22913 27289

- - - - - - 6864 6614 7489 7268 6398 7620

　　　ショート諸加算の状況（延人員）
31 1 2
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 年間行事

（2名）
8月 13日 盆供養・おはぎ作り ホール 9名

25日 バーベキュー 玄関前 9名
17日 太々神楽見学 特養１ホール 9名

7月 11日 マンドリン演奏訪問 ホール 9名
19日 そば打ち ホール 9名

6月 7日 おやつレク（ドーナツ） ホール 9名
19日 焼きそばランチ ホール 9名

5月 8日 すいせん祭り ノルンみなかみフラワーガーデン 9名
12日 外食 源氏 9名

4月 12日 お花見 沼田公園 9名

実　施　月　日 行　　事　　名 場　　　　　　所
参　加　人　数
利用者（家族）

医療連携加算 0
サービス提供加算 0
処遇改善加算Ⅰ（11.1%､総単位数） 0

特定処遇改善加算Ⅰ（3.1%､総単位数） 42,253

（人）
月別

計
項目

サービス提供加算 3,175
初期加算 106
処遇改善加算Ⅰ（11.1%､総単位数） 312,810

月別
計

項目
医療連携加算 3,175

計 0
平均要介護度（介護）

（人）

（人）
月別

計
介護度

要介護 0

計 3,181
平均要介護度（介護） 3.61

稼働率 96.57

（人）
月別

計
介護度

介
護

要介護 74
要介護 366
要介護 1,132
要介護 779
要介護 830

0
平均年齢（歳） 91.8 計 1 5 6

合計 9 9

死　亡 0
60歳代 0 その他 1 2 3

3 3
80歳代 3 3

退
　
所

他施設 0
70歳代 0

90歳代 6 6 入　　所
年代 男 女 計 区分 男 女 計



5 余暇活動

（1）　創作活動 ・手作りおやつ ・お誕生日会 ・畑仕事

（2）　そ の 他 ・毎日午前中、健康体操・午後レクリエーション実施
 （輪投げ、散歩、日光浴、風船バレー、歌、かるたとり、ぬりえ、折り紙、計算問題 他 ）

6 地域交流

・町文化祭参加及び見学
・いきいきサロン川角参加
・マンドリン演奏・傾聴ボランティア
・北小学校運動会見学及び参加
・ガールスカウト訪問、交流

7 職員研修

（1）　施設内研修
・オムツ勉強会（7/24、１名参加）
・食事介助勉強会（8/21、１名参加）
・身体拘束廃止会議（奇数月）
・防犯対策研修（10/11、1/10１名ずつ参加）10、１名ずつ参加）
・リスクマネジメント研修（2/14、１名参加）

（2） 外部機関主催研修
（２）外部機関主催研修

・認知症介護基礎研修（6/14、１名参加）
・認知症介護実践リーダー研修（8/21、22、28、29、9/5、6、9,13,17,10/1,18  １名参加）
・人生の最終段階における医療、ケアを考える講習会（9/7、１名参加）
・感染研修（11/14、１名参加）

8 健康管理
・体重測定（毎月月末）
・バイタル測定（１日１回、入浴日は入浴前にも実施）
・体操（午前）
・健康診断実施（年１回、３月）
・かかりつけ医、定期受診 （１～２カ月に１回）
・インフルエンザ予防接種
・管理栄養士による、嚥下やそしゃく状況及び嗜好等の確認（毎月）

9 消防訓練
 ・５月、７月、１０月、１１月、１月、３月に、昼・夜間想定で実施。

3月 3日 ひな祭り ホール 9名
2月 3日 節分（恵方巻作り、豆まき） ホール 9名
1月 11日 鏡開き（白玉ぜんざい） ホール 9名

25日 クリスマス会 ホール 9名
13日 餃子作り ホール 9名

12月 7日 ギター演奏、歌の訪問 ホール 9名
30日 ガールスカウト訪問 ホール 9名
5日 消防訓練（西消防署立ち会い） ホール 9名
5日 寿司ランチ ホール 9名

11月 1日 文化祭参加 カルチャーセンター 9名
10月 16日 ほうき草見学と外食 新治、伊賀野の花畑・源氏 9名

18日 ぶどう狩り 富味フルーツ 9名
14日 北小運動会見学 北小学校 9名

9月 7日 フルート、、電子ピアノ演奏訪問ホール 9名
28日 八木節見学 特養１Ｆホール 9名



（内、１１/５は西消防署立ち会いのもと実施）

10 地域運営推進会議
・奇数月の第２金曜日に開催 （５/１０、７/２５、９/１３、１１/８、１/１０、13:30～）
　3／13はコロナウィルス感染対策につき、行政の指導のもと中止となる。
　 7/25はバーベキュー大会実施。

11 外部評価
・3/30 実施 （評価機関：特定非営利活動法人群馬県社会福祉評価機構）

1 事業概要
　
　支援実績は月平均105人（要介護・要支援合算）と冬期の落ち込みはあるものの、前年同様の実績を
上げることができた。また中立公正性を確保した上で同法人の短期入所や通所介護の利用、特養への
入所に繋げることもできた。加算に関しては、特に事業所全体としての質の向上を図るため、特定事業所
加算の継続的な取得に重点を置き取り組み、減算を出すことなく取得を継続することができた。
　また病院や老人保健施設との連携の強化や顔の見える関係づくりを心がけ、退院後の生活を支え早期
に在宅復帰・社会復帰に繋げられるよう、また効率的な治療や早期退院に繋げられるように取り組み、結
果として退院・退所加算や入院時情報連携加算の上位加算の取得に繋がった。

2 サービス提供上の留意点

　介護保険法の基本理念である「自立支援」「尊厳の保持」を理念・基本方針とし、対人援助専門職として
「利用者のこれからの生活と人生を共に考えていく」ことを重点に置き支援を行ってきた。
　また中立公正性を確保し、実質的にサービス提供事業所からの独立性を確保した上で、支援サービス
の提供に努めた。（特定事業所集中減算非該当）
　また地域福祉の一翼を担うものとして、行政や地域包括支援センター、医療機関や地域及びサービス
事業所との連携を図り、地域包括ケアシステムの構築に向け、課題の堀り起こしや共有、課題解決に向
け取り組んできた。 また今年度も地域の他の居宅介護支援事業所と合同で研修会を開催。地域の
新たな社会資源の開発に取り組み、行政やみなかみ町社会福祉協議会への提言を行うに至った。
　今後の超高齢社会に対応し、認知症や看取り、また医療関連の研修へ積極的に参加し、専門性を高め
られるよう自己研鑽を行ってきた。

3 利用状況 　　営業日数

（1）　要介度別利用者数内訳
Ｈ31 Ｒ１ Ｒ2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 26 27 29 28 29 30 31 30 26 25 24 29
2 20 19 22 22 25 24 25 24 22 24 24 24
3 13 14 15 14 13 16 12 12 12 11 13 11
4 6 5 6 5 4 5 5 5 5 5 7 9
5 3 3 5 6 5 5 5 4 4 4 4 4

68 68 77 75 76 80 78 75 69 69 72 77
16 15 18 19 20 24 19 20 19 22 22 25
52 53 59 56 56 56 59 55 50 47 50 52

1 13 13 12 13 12 12 12 11 11 10 9 8
2 23 22 21 22 23 21 18 18 20 19 17 16

36 35 33 35 35 33 30 29 31 29 26 24
104 103 110 110 111 113 108 104 100 98 98 101

（2）　諸加算の状況
Ｈ３１Ｒ１ Ｒ２

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

（人）
月別

計
項目

合計 1,260
平均要介護度（介護） 2.13
平均要介護度（支援） 1.64

支
援

要支援 136
要支援 240

計 376

内訳
男 239
女 645

介
護

要介護 334
要介護 275
要介護 156
要介護 67
要介護 52

計 884

令和元年度　居宅介護支援事業所事業報告

240日

年度間（人）
月別

計
介護度



68 68 77 75 76 80 78 75 69 69 72 77
2 3 0 2 3 3 3 2 1 7 7 6
0 1 1 1 1 2 1 0 3 1 1 3
3 3 5 1 3 3 3 4 5 2 2 3
1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
2 2 0 3 1 1 1 0 2 0 0 0

（3）　そ　の　他
Ｈ31 Ｒ１ Ｒ２

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
3 5 0 3 1 1 3 2 0 2 6 0

1 事業概要

2 サービス提供上の留意点

3 入所（ロング）の利用状況

（１）　市町村別入所者数 年度末（人） （2）　年代別内訳 年度末（人）

平均年齢（歳）

（3）　入退所の状況
Ｈ31 R1 R2

（人）

月別
計

9 24 33
合計 9 24 33 83.6 89.0 85.5

その他 1 2 3 合計

2 0 2
　十日町市 3 3 6 60歳代 0 1 1
　南魚沼市 2 3 5 70歳代

2 9 11
　沼田市 0 1 1 80歳代 5 13 18
　みなかみ町 0 1 1 90歳代

男 女 計
　渋川市 3 14 17 100歳代 0 1 1

町村名 男 女 計 年代

令和元年度　介護老人保健施設からたちの丘事業報告

　介護老人保健施設（短期入所療養介護）は、病院等を退院された方や在宅生活が困難な方を受け入
れ、看護・介護を必要とする高齢者に対して日常生活の支援を行い、自立した日常生活を営むことがで
きるよう、個々の身体状況に合わせたリハビリテーションを提供している。

　入所は、ユニット型が８月より老健の役割である在宅復帰施設として、一定の基準を満たしたため、従
来型と同様の基本報酬単価へ１段階（基本型から加算型へ）引き上げた。　現在もその基準を維持し今
後はさらに１段階（在宅強化型）引き上げることが出来るように取り組みを行っている。

　通所リハビリテーションについては、施設に通っていただき日常生活の支援を行い、自宅での生活が継
続できるようにリハビリテーション等の提供を行っている。昨年１０月から利用定員を２０名から３０名に増
やし、平均利用者数の増加に取り組んでいる。

　令和元年度は、入所サービスでは稼働率９３％と前年から２ポイント下がる結果となった。しかし、８月
の基本報酬の1段階引き上げ、１０月の消費税増税に伴う介護報酬の改定により、売上については前年
を上回る結果となった。老健は平成３０年度より入退所の回転をしつつ稼働率を維持することが運営を安
定させるこに必須となったため、入所希望者を増やすことが重要である。そのため、医療機関や居宅介
護支援事業所等と連携をしていきたい。
　通所サービスについては、昨年度に定員を増やしたところで有るが平均利用者数は前年度とほぼ同じ
であり利用者の増加については今後も課題である。入所サービスと同様に医療機関や居宅介護支援事
業所等と連携をしていきたい。
　年度末には新型コロナウィルス感染症が国内で流行し、入退所に制限がかかり稼働に影響が出た。
通所においても、利用中止をする利用者や、発熱後の経過観察で１週間程度の利用を控えていただく利
用者もいたため利用者数に影響がでる結果となった。
　新年度も新型コロナウィルス感染症の流行が治まるまで、通常の稼働は厳しい状況である。

月別
計

項目
要介護認定調査 26

入院時情報連携加算Ⅱ 3
介護予防初回加算 12

（人）

初回加算 39
退院・退所加算 15

入院時情報連携加算Ⅰ 37

特定事業所加算Ⅲ 884



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
40 37 39 35 35 38 37 36 38 40 37 36
1 3 4 4 8 2 4 5 4 1 3 4
1 1 3 2 1 2 2 1 0 0 1 3
0 0 1 1 2 0 1 1 1 1 0 0
3 0 4 2 1 1 2 1 1 3 3 4
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 1 8 5 4 3 5 3 2 4 4 7

37 39 35 34 38 37 36 38 40 37 36 33
1,163 1,182 1,078 1,128 1,119 1,114 1,151 1,091 1,214 1,199 1,075 1,097

（4）　要介護状態区分（延人員）
Ｈ31 R1 R2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 60 62 8 14 18 0 25 26 31 31 29 16
2 234 226 210 219 242 219 215 211 243 248 261 266
3 471 491 486 569 579 570 570 540 589 589 497 542
4 202 186 170 176 180 205 196 137 145 145 145 149
5 196 217 204 150 100 120 145 177 206 186 143 124

1,163 1,182 1,078 1,128 1,119 1,114 1,151 1,091 1,214 1,199 1,075 1,097

（5）　諸加算の状況（延人員）
Ｈ31 R1 R2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
ｻｰﾋﾞｽ提供加算Ⅰ1 1162 1181 1078 1127 1117 1114 1151 1091 1214 1199 1075 1097

在宅復療援加算Ⅰ 577 561 530 596 1117 1114 1151 1091 1214 1199 1075 1097

夜勤職員配置加算 1162 1181 1078 1127 1117 1114 1151 1091 1214 1199 1075 1097

口腔衛生体制加算 41 40 41 39 42 40 41 41 42 41 40 40
短期集中リハ加算 71 96 104 167 220 239 217 206 190 183 128 81
認短期集中ﾘﾊ加算 41 51 56 90 105 119 114 102 82 79 53 48
栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ加算 1156 1163 1051 1094 1066 1099 1138 1067 1189 1192 1065 1079

療養食加算 665 608 555 558 677 811 797 702 897 862 769 698
初期加算 27 18 65 94 107 106 81 104 102 32 38 64
入前後指加算Ⅱ2 0 2 2 2 5 1 2 3 3 1 2 2
退時情報提供加算 1 1 3 2 1 2 2 1 0 0 1 2
退所前連携加算 1 1 3 2 1 2 2 1 0 0 1 2

44,327 47,165 43,199 44,841 44,721 45,489 47,648 46,041 47,445 50,197 41,748 42,809

－ － － － － － 24,851 24,789 25,543 27,026 22,478 23,047

4 短期入所（ショート）の利用状況(空床利用)
（1）　利用の状況（延人員）

Ｈ31 R1 R2
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0
3 0 6 0 3 2 0 0 0 0 0 0 0
4 2 2 4 4 2 10 9 2 0 0 2 2
5 0 0 0 3 17 14 16 0 0 0 0 0
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 10 4 27 21 24 25 2 0 0 2 2計 119
平均要介護度（介護） 3.92
平均要介護度（支援） 0.00

支
援

要支援 0
要支援 0

月別
計

介護度

介
護

要介護 11
要介護 8
要介護 11
要介護 39
要介護 50

処遇改善加算Ⅰ(総単位数の3.9%) 545,630
特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数の2.1%) 147,734

（人）

8,599
838
25
16
16

13,606
488

1,902
940

13,359

月別
計

項目
13,606
11,322

計 13,611
平均要介護度 3.19

（回）

要介護 6,493
要介護 2,036
要介護 1,968

介護度
要介護 320
要介護 2,794

入所（ロング）、短期入所（ショート）合計稼働率 93.8%

（人）

月別
計

月末在所者数 440
延利用人数 13,611

入所（ロング）稼働率 93.0%

入所者 43

退
所
者

家庭復帰 17
他施設 8
入院 25
死亡 0
計 50

計
区別

月初在所者数 448



（2）　諸加算の状況（延人員）
Ｈ31 R1 R2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
送迎加算 2 4 4 8 3 5 4 2 0 0 2 2
ｻｰﾋﾞｽ提供加算Ⅰ1 2 10 4 27 21 24 25 2 0 0 2 2
個別リハ加算 2 8 4 24 18 21 21 2 0 0 2 2
夜勤職員配置加算 2 10 4 27 21 24 25 2 0 0 2 2
療養食加算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4
緊急受入加算 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0
在宅復療援加算Ⅰ 2 10 0 2 21 24 25 2 0 0 2 2

116 407 227 1,387 978 1,376 1,302 117 0 0 117 118

－ － － － － － 701 63 0 0 63 63

5 通所リハビリテーションの利用状況

（1）　年代別内訳 年度末（人） （2）　登録の状況 年度間（人）

（3）　利用者数（延人員）
Ｈ31 R1 R2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
営業日数 26 27 25 27 27 25 26 26 25 24 25 26
1 80 100 94 98 109 91 110 112 113 94 115 114
2 104 110 92 97 98 91 99 104 96 97 105 116
3 46 41 41 44 30 43 51 45 43 42 32 14
4 81 56 69 72 55 26 42 48 38 21 24 31
5 4 17 18 14 21 19 20 12 4
1 17 17 14 18 14 13 8 9 9 7 1 4
2 50 50 52 49 50 31 38 49 46 34 39 38

378 374 362 382 373 313 362 388 364 315 328 321

（4）　諸加算の状況（延人員） ※支援の加算は月に１回算定
Ｈ31 R1 R2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
入浴介助加算 266 267 244 259 262 229 270 288 267 249 249 239
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ加算Ⅰ 311 307 296 315 309 267 316 330 309 274 288 279
送迎減算 4 3 6 5 4 5 7 8 5 1 4 2
短集中個別ﾘﾊ加算 52 43 21 1 12 15 40 50 36 19 16 7
サ提供加算Ⅰ1 311 307 296 315 309 269 316 330 309 274 288 279

14,025 13,350 12,969 13,765 13,467 11,687 13,787 14,636 13,589 12,017 12,230 11,605

－ － － － － － 5,867 6,225 5,783 5,116 5,206 4,934

運動器機能向上加算 10 10 11 10 10 8 8 9 8 8 7 8
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ加算 10 10 11 10 10 8 8 9 8 8 7 8
ｻ-ﾋﾞｽ提供加算Ⅰ1 4 4 4 4 3 3 2 2 2 2 1 1
ｻ-ﾋﾞｽ提供加算Ⅰ2 6 6 7 6 7 5 6 7 6 6 6 7

1657 1657 1860 1657 1750 1345 1443 1647 1443 1443 1334 1537
－ － － － － － 615 702 615 615 568 655

6 防災訓練

　消防計画による設備点検及び防災訓練を下記のとおり実施した。避難経路、消火方法等の確認を行っ

支
援
※

107
107
32
75

処遇改善加算Ⅰ(総単位数の4.7%) 18,776
特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数の2.0%) 3,772

（回）

月別
計

項目

介
護

3,089
3,601
54
312

3,603
処遇改善加算Ⅰ(総単位数の4.7%) 157,128
特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数の2.0%) 33,131

計 4,260
平均要介護度（介護） 2.21
平均要介護度（支援） 1.80

支
援

要支援 131
要支援 526

月別
計

介護度
309

介
護

要介護 1,230
要介護 1,209
要介護 472
要介護 563
要介護 129

計 5 5 10

（人）

死亡 3 1 4
合計 19 19 38 その他 0 1 1

介護施設入所 1 3 4
70歳代 7 3 10 入院 1 0 1
80歳代 5 11 16

契
約
解
除

60歳代 3 0 3

平均年齢 80.2 85.5 82.9

男 女 計
90歳代 4 5 9 新規契約 5 3 8
年代 男 女 計 区分

90
処遇改善加算Ⅰ(総単位数の3.9%) 6,144
特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数の2.1%) 890

119
104
119
8
7

（回）

月別
計

項目
36



　・　６月２７日 総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）
　・１０月３日 総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）渋川広域消防署東分署立ち会い

入所（夜間想定）、通所リハ（昼間想定）
　・１１月２１日 夜間検証　消防の指導により実施。夜間帯に入所者全員を避難させる時間の検証

３年に１回の実施。年２回の消防訓練とは別に実施が必要
　・４月、９月 消防設備点検実施　　委託業者　星野総合商事（株）

7 感染・衛生対策

（1）　インフルエンザ感染対応

（2）　感染性胃腸炎対応新型コロナウィルス感染症対策

　

8 各種会議・委員会
(1)  運営会議 毎月１回　　（施設運営に関することの検討）
(2)  通所会議 毎月１回　　（通所利用者及び業務・環境等の検討）
(3)  看護・介護ミーティング 毎月１回　　（看護・介護業務に関する打合せ）
(4)  看護ミーティング 毎月１回　　（看護業務に関する打合せ）
(5)  入所検討会議 毎週１回　　（新規入所者及び入所中利用者の検討）
(6)  給食会議 毎月１回　　（給食に関する打合せ）
(7)  行事担当者会議 毎月１回　　（行事に関する打合せ）
(8) 身体的拘束適正化検討委員会 毎月１回　　（身体的拘束等の適正化に関する会議等の開催）
(9) 褥瘡対策委員会 毎月１回 　 （褥瘡に関する会議等の開催）
(10) 感染対策委員会 毎月１回 　 （感染に関する会議等の開催）
(11) ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ委員会 毎月１回　　（事故防止・事故発生の検証等についての検討）

9 職員研修実施状況

（１）　施設内研修の実施状況
10月29日～11月1日（4日間） インフルエンザ対策について 29名　４名参加
11月11日～12月2日（7日間） 身体的拘束等の適正化のための指針について 30名３０名参加
2月12日～17日（5日間） 手洗いについて 34名全職員参加
2月17日～20日（3日間） 32名全職員参加
3月9日～17日（6日間） 高齢者施設の虐待について 32名 参加
3月17日～20日（4日間） 書く意味が分かる！ヒヤリ・ハット＆事故報告書 32名 参加

（2）　外部機関主催研修参加状況
令和元年 栄養担当職員研修会（摂食嚥下） 1名参加

苦情処理研修会 1名参加
集団指導（通所リハビリテーション報酬請求について） 1名参加
給食関係者栄養管理講習会 1名参加
介護施設におけるリスクマネジメント 1名参加
渋川地区嚥下調整食に関する研修会 1名参加
抑制廃止を実践するための研修会 1名参加
第29回群馬県老人保健施設大会 2名参加

令和2年 抑制廃止を実践するための研修会 1名参加
フォローアップセミナー「音楽をあそぼう」 1名参加

10月30日
11月7日
12月26日
1月9日
1月11日

8月3日
9月17日
10月18日
10月23日
10月24日

　利用者、職員ともインフルエンザの予防接種を実施し、１月からは外部からの ウィルス流入を防
止するために面会禁止の制限を行った。今シーズンは、開設後初めて入所者１名に感染者が発生
したが、感染対策を実施し施設内での感染拡大は防ぐことができた。

　職員は、マニュアルに沿った手洗い・消毒・マスクの着用を励行し、同居家族が感染した場合に
は、出勤停止にするなどの警戒体勢をとり、流行期を乗り切ることができた。

　インフルエンザ感染対策の面会禁止を２月下中に解除したところであったが、間もなく新型コロナ
ウィルス感染症が群馬県内でも発生したため３月上旬には再び面会禁止を行った。
　高齢者の重症化率が高いとの情報を受け、上記のインフルエンザ感染対策を実施した上でさら
に、職員や利用者の検温、施設内や車両の定期的な消毒、施設内換気等の徹底した感染対策を
行った。終息の目途は立たないが、感染の流行が落ち着くまで継続して実施する予定である。

職員と現場を守る！これからの介護リスクマネジメント



受動喫煙防止対策説明会 1名参加

10 行事実績

3　月 3月3日 ひな祭り 各フロア
通年 毎月1回 誕生日会 各フロア

2　月
2月3日 節分 各フロア
2月14日 バレンタインデー（おやつレク） 各フロア

1　月
1月1日 書き初め 1、2階ホール
1月16日 まゆ玉作り 各フロア

10　月 10月22日 運動会 1階ばらホール
12　月 12月25日 クリスマス会・餅つき・鏡もち作り 1階ホール

9　月
9月6日 納涼祭　慰問：歌（あじさいウクレレサークル） 1階ばらホール
9月16日 敬老会 各フロア

8　月
8月3日 子供神輿 1階ばらホール
8月13日 盆供養 1、2階ホール

6　月 6月12日 おやつレク（フランクフルト・たこ焼き） 1階ホール

7　月
7月7日 七夕 1、2階ホール
7月26日 慰問：歌・日本舞踊等（東旧あやめ会） 1階ばらホール

4　月 4月10、17日 花見（ドライブ） 道の駅こもち
5　月 5月24日 作品展見学 群馬県庁

2月13日

月 期　　日 内　　　　　　容 会　　　場


